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  ペロブスカイト太陽電池はペロブスカイト型の結晶構造をもつ金属ハライド化合物を光吸収

層にもちいた太陽電池の総称である．ペロブスカイト層の特性は太陽電池性能に深く関係してい

ることから高品質なペロブスカイト膜を作製することが重要である．本研究では下地層の酸化チ

タンナノ粒子によるペロブスカイト結晶の制御を試みた．そして収束イオンビーム加工と透過型

電子顕微鏡（TEM）の組み合わせによるペロブスカイト CH3NH3PbI3 薄膜の微細構造解析をおこな

った． 

図 1 は下地層に酸化チタンナノ粒子をもちいた太陽電池特性を示したものである．酸化チタン

ナノ粒子を導入することで太陽電池デバイスのエネルギー変換効率が 10.0%から 20.5%に向上し

た．そこで作製した太陽電池デバイスを走査型電子顕微鏡（SEM）をもちいて観察したところ，

図 2 に示されるように酸化チタンナノ粒子を導入することによってさまざまな方向に発生してい

た結晶粒界が大幅に低減していることが明らかになった．さらに本研究では TEM をもちいた電

子線回折によるペロブスカイト結晶の異方性と太陽電池特性との相関について考察をおこなった． 

図 1．酸化チタンナノ粒⼦をもちいた
ペロブスカイト太陽電池デバイスの
電流電圧特性 
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図 2．酸化チタンナノ粒⼦をもちいた
ペロブスカイト太陽電池デバイスの
断⾯ SEM 像  
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